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   Ｆ０２Ｂ  77/11     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ  13/14     (2010.01)
   Ｆ０１Ｎ  13/18     (2010.01)
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   Ｆ０２Ｂ   77/11     　　　Ｄ
   Ｆ０１Ｎ   13/14     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月13日(2017.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　そして、前記両外側金属板５ｃ、５ｄと前記反射金属板６ａとを、上述の様に重ね合わ
せた状態で、プレス加工を施す事により、所定の形状を有する前記遮熱板１ｂを造る。尚
、プレス加工を施す事により、前記反射金属板６ａが前記両外側金属板５ｃ、５ｄに挟持
されて、前記各凸部８、８の高さ寸法（空隙部１０、１０の高さ寸法）が小さくなったり
、一部のこれら各空隙部１０、１０の高さ寸法がゼロになる事もあるが、この様な場合で
も前記両外側金属板５ｃ、５ｄと前記反射金属板６ａとが、全面に亙り当接しない様にす
る。又、遮熱性を向上する観点から、プレス加工を施して所定の形状に加工した状態で、
前記各空隙部１０、１０を、これら各空隙部１０、１０内に存在する空気が対流しない様
に閉鎖空間とするのが好ましい。
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